○第２回保健医療科学研究会のおしらせ
・本会の主要事業の一つである「保健医療科学研究会」が目前に迫ってきました。
前回同様に科学院との共催です。今回は、開催時期を早め少し暑さが和らいだ
９月１９日(金)に一日かけて行います。
・新たに、今多くの方が関心のある「特定健診・保健指導の始動」をテーマに勝又浜子氏（厚生労働省健康局総務課保健指導室長）を座長に迎えシンポジウムを企画いたしました。
シンポジストとして、中村結佳（相模原市健康福祉局保健所健康企画課主査）、松田一美（（財）社会保険健康事業財団保健部長）、小林幹男（埼玉県国民健康保険団体連合会保健事業支援課長）、水嶋春朔（横浜市立大学大学院医学研究科情報システム予防医学教授）が参加されます。
一般演題発表では、科学院職員の他に本会の会員（入会予定者を含む）から、田中良幸さん（東京都杉並児童相談所）、水野正一さん（国立健康・栄養研究所）、望月友美子さん（国立がんセンター研究所）、長谷川幸子さん（日本医科大学付属病院）、 岡本初美さん（栃木県立がんセンター）、生嶋昌子さん（埼玉県衛生研究所）といった皆さんが予定されています。多忙な業務をやり繰りして発表をして下さる皆さんに心から御礼と感謝を申し上げます。
・さて、あとは一人でも多くの会員が参会され、発表者に熱いエールを送って下さることがこれからの同窓会の発展に繋がっていきます。前回科学院職員以外の参加者が少なく寂しい思いをいたしましたので、私たちの仲間が、それぞれの地域や職場で、いまどのような課題に直面し、どう立ち向かっているのかを知ること、そして、率直な意見の交換をすることは極めて有意義であると思います。当日は金曜日であり、それぞれ仕事もあると思いますが、特に近県の方々を中心に、万障を繰り合わせて参加されますよう呼び掛けます。
「保健医療科学研究会」は会員が直接顔を合わせることができる数少ないイベントですので、是非とも参加されますようお願い申し上げます。（研究会の参加費は無料となっています。）
研究会終了後の意見交換会では、前回は、研究会にも増して、活発な“質疑応答”が行われ、大いに盛り上がり、分野を超えた交流を図ることができ、盛会のうちに終了となりましたので、是非意見交換会の参加もお願い申し上げます。
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